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表 1.1. 数理解研究所沿革詳細 
 

昭和 38 年 4 月 1 日 日本学術会議の勧告により，全国共同利用研究所として 

京都大学に附置設立．初年度 2 部門（基礎数学Ⅰ，作用 

素論）設置． 

昭和 39 年 4 月 1 日  2 年次 2 部門（基礎数学Ⅱ，応用解析Ⅰ）設置．  

昭和 40 年 4 月 1 日 3 年次 2 部門（非線型問題，応用解析Ⅱ）設置． 

昭和 41 年 4 月 1 日 4 年次 2 部門（近似理論，数値解析）設置．  

昭和 42 年 4 月 1 日 5 年次 1 部門（計算機構）設置．当初計画（9 部門）完成． 

昭和 46 年 4 月 1 日 数理応用プログラミング施設が本研究所附属施設として 

設置． 

昭和 53 年 4 月 1 日 1 部門（大域解析学）設置． 

昭和 55 年 4 月 1 日 外国人客員部門（数理解析）設置． 

昭和 59 年 4 月 11 日 1 部門（代数解析）設置． 

平成 元年 5 月 29 日 1 部門（数理物理学）設置． 

平成 4 年 4 月  9 日 1 部門（代数多様体論）設置． 

平成 6 年 6 月 24 日 1 部門（代数解析学）設置．これに先立ち昭和 59 年 4 月 

設置の代数解析研究部門は時限到来により廃止． 

平成 7 年 2 月 24 日  日本学術振興会の重点研究国際協力事業として，連合王 

国ケンブリッジ大学ニュートン数理科学研究所との交 

換協定締結．（平成 9 年度末終了） 

平成 7 年  4 月 1 日  外国人客員部門（応用数理）設置． 

平成 7 年  6 月 1 日 「卓越した研究拠点（COE）の形成を目指した中核的研究 

機関支援プログラム」による中核的研究機関研究員の採 

用開始． 

平成 9 年 4 月 1 日  財団法人国際高等研究所と本研究所との間で，両研究所 

の共同研究事業に関する協定を締結． 

平成 11 年 4 月 1 日  従来の 13 小部門が 3 大研究部門（基礎数理，無限解析， 

応用数理）に改組．また，外国人客員部門の教授 2 は， 

それぞれ基礎数理研究部門及び応用数理研究部門の外国 

人客員教授に振り替えられ，併せて無限解析研究部門に 

外国人客員教授 1 及び国内客員教授 2 を配置． 

平成 12 年 3 月 10 日  大韓民国高等研究所（KIAS）と本研究所との間で，数理 

科学分野における研究協力促進・発展のため，学術交流 

に関する協定を締結． 

平成 15 年 9 月 3 日 京都大学大学院理学研究科 数学・数理解析専攻と本研究 

所とが協力して拠点を構成し，「21世紀COEプログラム《先 

端数学の国際拠点形成と次世代研究者育成》」に選ばれた。 

拠点リーダーは，本研究所教授・柏原正樹．研究期間は， 

平成 15 年度～19 年度の 5 年間． 
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平成 16 年 4 月 1 日  国立大学法人京都大学設立． 

平成 16年 4月 1日  数理解析研究所附属数理応用プログラミング施設は数理 

解析研究所附属計算機構研究施設として整備． 

平成 18 年 4 月 1 日  数理解析先端研究センターを設置． 

平成 18 年 6月 23 日  大韓民国ソウル国立大学校数理科学科と本研究所との 

間で，共同研究および学術交流に関する協定を締結． 

平成 19 年 3 月 5 日   大阪市立大学数学研究所と本研究所との間で，近接する 

地域に立地する数学研究所として互いに連携して研究 

活動を展開実施し，より大きな国際的な研究成果を挙げ 

ることを目指して，協定を締結． 

平成 19 年 10 月 1 日  伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）数理解析 

寄附研究部門設置．設置期間は 3 年間． 

平成 20 年 8 月 28 日  京都大学大学院理学研究科 数学･数理解析専攻と本研究 

所が，「数学のトップリーダーの育成―コア研究の深化 

と新領域の開拓」プログラムでグローバル COE 拠点に採 

択される．研究期間は，平成 20 年度～24 年度の 5 年間． 

平成 21 年 3 月 30 日 カナダ太平洋数理科学研究所（PIMS）と本研究所との間 

で，学術交流に関する協定を締結． 

平成 22 年 3月中旬  数理解析研究所本館の耐震改修工事が完了． 

平成 22 年 4 月 1 日   数学・数理科学の先端的共同利用・共同研究拠点と 

して認定される． 

平成 22 年 6 月 24 日  大韓民国国立数理科学研究所（NIMS）と本研究所との間 

で，学術交流に関する協定を締結． 

平成 23 年 2 月 14 日  ドイツ連邦共和国ボン大学数学ハウスドルフセンター 

（HCM）と本研究所との間で，学術交流に関する協定を 

締結． 

平成 23 年 11 月 17 日 パキスタン・イスラム共和国パキスタン国立科学技術大 

学高等数学・物理センター（CAMP）と本研究所との間で， 

共同研究および学術交流に関する協定を締結．（平成 28 

年 11 月終了） 

平成 24 年 4 月 1 日  数理解析先端研究センターを数理解析研究交流センター 

に名称変更． 

平成 24 年 4 月 1 日  量子幾何学研究センターを設置 

平成 24 年 4 月 10 日  イタリア共和国高等研究国際大学院（SISSA）と本研究 

所との間で，学術交流に関する協定を締結．（平成 29 年 

4 月終了） 

平成 24 年 11 月 1 日 東北大学原子分子材料科学高等研究機構と本研究所との 

間で，研究協力に関する協定を締結． 

平成 25 年 5 月 1 日   数学連携センターを設置． 
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平成 25年 6月 4日  大韓民国中央大学校非線形偏微分方程式センターと本研 

究所との間で，学術交流に関する協定を締結． 

平成 26 年 4 月 1 日 京都大学スーパーグローバル大学創成支援事業（KTGU） 

を開始． 

平成 26 年 7 月 25 日  台湾国家理論科学研究中心と本研究所との間で，学術交 

流に関する協定を締結． 

平成 28 年 4 月 1 日  数学・数理科学の先端的共同利用・共同研究拠点として 

認定が更新される．認定期間は 6 年間． 

平成 28 年 10 月 13 日 アメリカ合衆国ユタ大学理学部ならびに京都大学大学院 

理学研究科および本研究所の間で，共同研究および学術

交流に関する協定を締結． 

平成 29 年 6 月 2 日  ロシア連邦国立研究大学高等経済学院ならびに京都大学 

大学院理学研究科および本研究所の間で，共同研究およ 

び学術交流に関する協定を締結． 

平成 29 年 7 月 1 日  ドイツ連邦共和国ボン大学ハウスドルフ数学センター, 

フランス共和国高等師範学校（ENS）応用数学学科,アメ 

リカ合衆国ニューヨーク大学クーラント数理科学研究 

所,中華人民共和国北京大学北京国際数学研究センター, 

京都大学大学院理学研究科および本研究所の間で，学生 

交流に関する協定（Global Math Network）を締結． 

平成 29 年 8 月 1 日 大韓民国基礎科学研究所（IBS）幾何学及び物理学センタ 

ーと本研究所との間で，共同研究および学術交流に関す 

る協定を締結． 

平成 29 年 12 月 1 日 次世代幾何学研究準備センターを設置． 

平成 30 年 11 月 13 日 数学・数理科学の先端的共同利用・共同拠点を廃止し, 

数学・数理科学の国際共同研究拠点として国際共同利 

用・共同研究拠点に認定される．認定期間は令和 4 年 3  

月 31 日まで． 

平成 31 年 4 年 1 日  次世代幾何学研究準備センターを廃止し，次世代幾何学 

研究センターを設置． 

令和 2 年 4 月 1 日   量子幾何学研究センターを廃止し，次世代幾何学研究セ 

ンターに統合． 

令和 2 年 9 月 24 日  英国エジンバラ大学,京都大学大学院理学研究科および 

本研究所の間で,共同研究及び学生交流に関する協定を 

締結． 
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（２）研究部門 
（令和２年１０月１日現在） 

 

基礎数理研究部門 

 

抽象化による数学の規範の導出と諸科学への分析手法の提供  

基礎代数解析学，代数幾何学，整数論は，数学の三要素である代数，幾何，解

析の先端的かつ代表的研究分野であり，計算機構を合わせた四分野が相互に深

く関連しながら基礎数理を形成している． 

 

研究分野：整数論，代数幾何学，代数解析学，計算機構論等 

 

研究課題：数学の基礎となる数の体系，空間および函数の構造，計算と思考の

法則等を研究し，数学およびその応用の多様な発展を促進するとと

もに，それらに確たる研究の基礎を与えることを目指す． 

 

研究者： 

教 授 大槻 知忠 （位相幾何学） 
教 授 小野  薫 （微分幾何学，位相幾何学） 
教 授 望月 拓郎 （微分幾何学，代数幾何学） 

教 授 中西 賢次 （偏微分方程式） 

准教授 中山  昇 （代数多様体，複素多様体） 
講 師 山下  剛 （数論幾何） 
助 教 石川 勝巳 （位相幾何学） 
助 教 石川  卓 （微分幾何学） 
助 教 辻村 昇太 （数論幾何） 
助 教 山下真由子 （微分幾何学） 
 

 

無限解析研究部門 

 

無限大の探究，無限大を用いた有限の世界の研究  

21 世紀の新数学としての無限解析の研究内容は五つの基本的分野から構成され

る．この基本分野の研究体制を充実させ，世界の先頭に立ち，組織を挙げて研

究を前進させる． 

 

研究分野：無限次元解析，無限対称性，大域解析，幾何構造，確率構造等  

 

研究課題：数理科学の重要な研究課題となるであろう自由度無限大の系の解析

を目標とし，量子物理学，統計物理学等の発展を取り入れ，同時に

それらに統一的かつ厳密な数学的基礎付けを与えることを目指す． 
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研究者： 

教 授 玉川安騎男 （整数論，数論幾何学） 
教 授 望月 新一 （数論幾何学） 
教 授 熊谷  隆 （確率論） 
教 授 荒川 知幸 （表現論） 
教 授 並河 良典 （代数幾何学） 
准教授 河合 俊哉 （場の理論，弦理論，数理物理学） 
准教授 竹広 真一 （地球および惑星流体力学） 
准教授 星 裕一郎 （数論幾何） 
准教授 CROYDON, David（確率論） 
助 教 HELMKE, Stefan (代数幾何学) 
助 教 大浦 拓哉 （数値解析，数値計算法の開発） 
助 教 越川 皓永 （整数論，数論幾何学） 

特定助教 YANG, Yu  （数論幾何） 

 

応用数理研究部門 

 

数理科学の周辺諸分野への応用と問題の開拓  

数理物理系，離散システム，大規模計算，複雑系は，周辺諸分野における数学

の代表的な応用分野であり，微分方程式はそれらを横断する重要な解析対象で

ある．これらはそれぞれ重要な研究対象であるとともに，相互に関連し合いな

がら周辺諸分野との連携の受け皿の役割を果たす． 

 

研究分野：微分方程式論，数理物理学，離散システム，大規模計算， 複雑系等  

 

研究課題：自然科学，工学，社会科学等，数学に関連する諸科学との交流を通

じて，そこに現われる数学的課題を対象として研究を行い，その研

究成果を関連諸科学の発展のために還元することを目指す． 

 

研究者： 

教 授 長谷川真人 （理論計算機科学） 
教 授 小澤 登高 （作用素環と離散群） 
教 授 牧野 和久 （離散最適化とアルゴリズム） 
准教授 川北 真之 （代数幾何学） 
准教授 小林 佑輔 （離散最適化とアルゴリズム） 
准教授 石本 健太 （流体力学） 
准教授 河村 彰星 （計算論） 
講 師 岸本  展 （偏微分方程式） 
講 師 TAN, Fucheng （数論幾何） 
助 教 疋田 辰之 （幾何学的表現論） 

助 教 室屋 晃子 （プログラム理論） 

特定助教 磯野 優介（作用素環論） 

 

 

附属計算機構研究施設  

 

理論的成果に基づいた先端的ソフトウェア技術の研究開発を行っている． 

 

研究者： 

施設長（兼）教授 長谷川真人  

准教授 照井 一成 （数理論理学） 
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33--33 予算上の課題 

 
 平成 16年の国立大学法人化以後，国立大学法人の運営費は運営費交付金とい
う形式の渡し切りの配分方法に変更された．本研究所に配分される運営費交付

金は，大きく分けて，国際共同利用・共同研究拠点実施分としての経費と教育・

研究環境を維持するために必要な経費から成っている．しかし国家財政の悪化

に伴い，これらの経費も歳出削減の対象となり，さらに，法人化後の本部経費の

優先もあって，教育研究活動経費の減少が進んでいるなかで，機能強化係数によ

る運営費の定率減額もあり，本研究所への配分は減少の一途をたどっている． 
 
 このような背景のもとに，現在，本研究所の予算には多くの深刻な課題が存在

する． 
 
１． 研究活動経費の確保が難しい． 
 
 本研究所の予算の特徴は，教員にデフォールトで割り当て配分される研究費

が全くゼロであることである．この結果，原則として各教員には，個人の研究経

費の確保のため科研費を初めとする外部資金の獲得が求められており，例外的

に運営費からの支出を希望する際にはその都度副所長の許可を得ることが義務

付けられている．このような慣習は，予算削減が常態化した近年では，研究所全

体のための予算を維持する方向に機能している．しかし，本研究所では共同利

用・共同研究拠点としての事業についても，機能強化経費（拠点事業経費）をは

み出す分を研究所のその他の経費で補っており，結果的に，教員の個人研究費を

ゼロにすることで拠点事業を維持する状況が続いている．現状では，もし仮に教

員全員に２０万円ずつ配分すると現在の規模の共同利用・共同研究拠点事業の

実施は不可能となり，５０万円ずつ配分した場合には研究所の財政が相当額の

赤字に陥ることは確実である．このような状況のなかで，本研究所は平成 30年
度に国際共同利用・共同研究拠点に認定され，また，令和元年度より新たな機能

強化経費（プロジェクト経費）が採択されるなど資金獲得に向け積極的な活動を

行っているが，事業拡大に伴いサポートするスタッフの人件費も増加するため，

依然，予算事情は厳しい状況である．また，本研究所の研究領域・研究テーマの

性格から，民間企業等からの寄附を仰ぐことが容易ではないことも指摘してお

かねばならない．運営費の減額への対応として自己収入の獲得が求められるな

か，競争的な学内予算はもとより，科研費，受託研究費をはじめとした外部資金

の積極的な獲得を進めていく必要がある． 
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２． スペース問題に対応するための予算が必要となる． 
 
本研究所は客員教授，特任教授，研究員や外国人訪問研究者が極めて多く，そ

のためのスペース（研究室）の確保が難しくなってきている．このため，総合研

究４号館，総合研究２号館及び総合研究 15号館の保有面積・現有面積が割り当
てられているが，それでも建物整備率は７割であり（保有面積・現有面積とも

70.75%），スペース不足は深刻な状況である．このため，現在，北部総合教育研
究棟の一部を賃借して外国人研究員等の部屋として使用しているが，これは 5
年を単位とする賃借であり，5年経過後の対応策は深刻な課題である．また図書
室書庫の空スペースも急速に減少しており，近い未来に深刻なスペース問題に

直面すると予想される．図書室は国際共同利用・共同研究拠点の機能の重要な一

部でもあるため，将来を見越した対応が必要である． 
これら必要なスペースについては，学内で探すことが難しい場合，民間のオフ

ィス借り上げなども視野に入れて対処することが必要であるが，現在の予算配

分によって部局内部でそれらに対応することは容易ではない．新棟建設に向け

た概算要求や，学内の共用スペースに設置される学内プロジェクト研究室など

の利用は，今後も引き続き可能性を探る努力が必要である．また，民間オフィス

借り上げの実現に向けては，その経費の確保のための科研費その他の外部資金

の申請を部局として行うなど，計画的な資金確保が望まれる． 
 
３． 若手研究者育成のポストと経費 

 
本研究所は，理学研究科数学教室と共に，平成 15～19年度に 21世紀 COE，
引き続いて平成 20～24年度には Global COE（GCOE） に選ばれ，これに伴う
予算を中心に多くの若手研究者をポスドクとして雇用してきた．しかし，平成

24 年度末の GCOE 終了と共に財源が失われ，優秀な研究者が無給あるいは低
い給与の研究員という立場で研究を続ける由々しき事態が生じている．研究所

内部の予算措置によってポスドクを雇用することは制度上非常に困難であるた

め，外部の資金を獲得することが焦眉の課題である． 
 
４． 事務改革と非常勤職員雇用経費 
 
 平成 25年度に，業務・組織・人事制度の一体的改革として始まった本学にお
ける事務改革の取組の一つとして，人事・会計・施設管理などの部局に共通する

事務を処理するために 6つの共通事務部が設置され，業務・人事を集約し，専門
性の向上・体制強化が図られた．本研究所も人事・会計・施設管理に関する業務・

人員が北部構内事務部に統合された。本研究所は，従来から，機能の少なからぬ

部分を非常勤職員に依存している． 
 

 
特に事務改革後は，国際共同利用・共同研究拠点としての外部へのサービス，お

よび，外国人訪問研究者への対応，および，所内の研究者の研究環境確保のそれ

ぞれを高いレベルに維持するために，従来にも増して，非常勤職員の雇用が不可

欠になった．このため予算の確保は重要な課題であり，今後，更なる予算・人件

費（定員）削減への対応，業務の高度化・多様化への対応など，研究・教育を支

える事務組織の機能等の強化・職員の質の向上の実現に向けて，検討・再設計が

必要であり，深刻な問題が生じている． 
 
５．電子ジャーナル・電子書籍の高騰 
 
 電子ジャーナル・電子書籍を充実させることは，研究を推進するために必要不 
可欠であるが，昨今の電子ジャーナル・電子書籍の価格高騰は目を疑うものがあ

り，本研究所の予算における図書費の割合も高どまりが続いている．特に電子ジ

ャーナルについては，基盤的経費として大学全体でしっかりケアすべき経費で

あり，大学の図書館機構も電子ジャーナル整備検討特別委員会を立ち上げて議

論するなど検討を重ねているが，先が見通しにくい状況が続いている．図書費の

高騰を抑えるため，ここ数年は毎年のように購読雑誌のタイトルを見直し，大幅

な削減を行なわざるを得ない状態である．この問題は一大学で解決できるもの

ではなく，ましてや一研究所では如何ともし難い問題である．国レベルでの議論，

予算の計上が強く望まれる． 
 

６．リサーチ・アシスタント経費について 

 

本研究所では，大学院生の研究活動を支援するため多数の博士課程学生をリ

サーチ・アシスタントとして雇用している．現在は掛かる予算の不足分を柏原特

任教授が受賞したチャーン賞の賞金をもとにする寄附金で充当しているが，こ

れは令和 3年度で尽きるため，現在と同様の雇用を維持することが困難になる 

ことが見込まれる。 
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44..  建物 

 
44--11  現況 
 
本研究所は，令和 2年 10月現在，本棟および総合研究 4号館 3階の一部を保
有面積としているほか，総合研究 2号館 4階の一部および総合研究 15号館（旧
建築学教室本館）の 2階の全スペースを全学共用スペース（暫定利用スペース）
として借用，さらに北部総合教育研究棟の 8 室を全学共用スペース（長期利用
スペース）として賃借して使用しており，合計 5ヶ所に分かれている． 
 

 区 分 面 積 
(1) 数理解析研究所 本棟 3,866 m2 
(2) 総合研究 4号館 3階 286 m2 
(3) 総合研究 2号館 4階 417 m2（全学共用スペース） 
(4) 総合研究 15号館 2階 714㎡（全学共用スペース） 
(5) 北部総合教育研究棟 8室 470m2（賃借） 
(6) 保有面積 (1)+(2)+(3)+(4) 5,283m2 
(7) 現有面積 (1)+(2)+(3)+(4) 5,283m2 
(8) 必要面積 7,467m2 
(9) 整備率 (6)／(8) 70.75% 

(10) 整備率 (7)／(8) 70.75% 
（注）本棟は土地面積 1,310m2，建築面積 777m2，建物面積 3,923m2（共用部

分を含む）である．北部総合教育研究棟の 470m2は賃借のため，現有面

積にも保有面積にも含まれない．なお，本棟の建物面積 3,923m2には共

用部分も含まれるため，部局の面積計算には上記の保有面積と現有面積

が用いられる． 
 
なお，本研究所の国際共同利用・共同研究拠点事業に参加する研究者の便宜を

図るため，基礎物理学研究所と共同して，宿泊施設（北白川学舎）を運営してい

る． 
北白川学舎 建物面積 453m2  

（土地面積 262m2，建築面積 137m2） 
 
 
 
 
 

44--22  建物の課題 

 
建物の問題，特に面積不足の問題は，本研究所における最も深刻な問題の一つ

である． 
本研究所は，昭和 38年に設置され，その後，昭和 39～43年に 4期に分けて
建物が建設された．完成時の建築面積（共用部分を含む）は 3,923m2でその時

点での教員定員は 36名であった．その後，部門の増設，改組を経て，教員定員
42名，外国人客員 3名，国内客員 2名となったが，この増設分の面積が未手当
であることも重なって，慢性的なスペース不足が生じることになった． 
 
その後，平成に入った頃，本研究所の建物拡張整備の話が持ち上がった．同じ

時期，広島大学理論物理学研究所が京都大学基礎物理学研究所と統合され（平成

2年）暫定的に宇治キャンパスに置かれていたものを，基礎物理学研究所の新研
究棟の建設によって場所的にも統合することが考えられていた．このとき本研

究所は，建物整備率の点から基礎物理学研究所よりも高い優先順位であったも

のの，基礎物理学研究所の統合実現のため順位を譲り，その結果，平成 7年に基
礎物理学研究所の新研究棟が建設された．このような経緯から，本研究所は，基

礎物理学研究所湯川記念館の一部をセミナー室や非常勤研究員のための部屋と

して借用することになった．しかしこれ以降，本研究所の建物整備の機会が訪れ

ることはなく，この借用は，15 年間継続した後，建物状況の大幅な改善が見ら
れないまま，平成 22年度末に終了した． 
 
この状況に鑑みて，平成 20年には大学当局から，本部構内総合研究 4号館 3
階の 286m2が保有面積として認められ，また，総合研究 2号館 4階の全学共用
スペース 417m2が割り当てられて（現有面積に算入）使用できることになった．

加えて平成 30年には総合研究 15号館（旧建築学教室本館）2階の 714㎡が割
り当てられたが，しかしこのような支援を仰いでも，令和 2年 10月現在，本研
究所の保有面積は 5,283m2 で必要面積 7,467m2（京都大学の算定による）の

70.75%にすぎず，現有面積としても 5,283m2で必要面積の 70.75%であり，い
ずれも 7割という狭さである．  
 
なお上記の必要面積の算出基準においては，数理解析系大学院生 43名，研究
生 5名，若手研究者 20名（内訳は特定助教 2名，特定研究員 2名，研究員（研
究支援人材経費）3 名，研究員（科学研究費補助金）4 名，研究員（寄附金）3
名，研究員（機能強化経費）1名，日本学術振興会特別研究員（PD）5名）の合
計 68名（令和 2年 10月現在）は考慮されない．  
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44--22  建物の課題 
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70.75%にすぎず，現有面積としても 5,283m2で必要面積の 70.75%であり，い
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一方，研究所本棟は建築以来半世紀近くを経て耐震性に問題を生じていたが，

平成 21年度に大規模な耐震改修工事が行われた．この結果，現有建物の耐震性
の問題について一定の解決がもたされている． 
 
以上の経緯の中で特記すべきは，本研究所では，狭隘さの問題に対する過渡的

措置として，平成 8年からすべての教授研究室のスペースを 1/2（１スパン）と
していることである．この措置は 24年を経てもなお解消することができず，も
はや過渡的措置とは言えなくなっており，教授の研究環境としても望ましいも

のとはいえない状況である． 

 

さらに，このような狭隘さのため，外国人客員教授を初めとする長期滞在の外

国人研究者の研究室はポスドク並みの相部屋とせざるを得ず，苦情も出ており

国際競争力にも悪影響を及ぼしかねない状態である．現在は，応急の処置として，

全学共用スペースである北部総合教育研究棟の 8室（470㎡）を賃借し，外国人
訪問研究者等の使用に供して急場を凌いでいる． 
 
このような応急的処置は本研究所の活動を継続する上で不可欠のものではあ

るが，一方では，本研究所の建物が 5カ所に分散する結果を招来し，教育研究の
さまざまな面に影響を与えていることも事実である．問題の抜本的解決にはや

はり必要面積を備えた新棟の建設が望ましい．しかし本棟の拡充は土地と建物

のいずれの面においても難点が存在するため，現状では，本棟の近くに別棟を建

築することが現実的な選択肢と考えられる．そこで近年は毎年，フィールド科学

研究センターと共に新しい北部研究棟建設の概算要求を行っているが，いまだ

認められておらず，早期の問題解決が強く望まれる状況である． 
 

5. 運運営営 
 
5-1 教教員員人人事事 
 
当研究所にとって死活的に重要な課題は，優秀な研究者に魅力的な活躍の場

を提供することである．この認識の下に当研究所の規模（教授 12名，協議員
17名）の適切さもあって，“すべての人事に所内のすべての教授が関わる”こ
とを原則としている．同僚への学問的敬意と自身の見識への自負とを基礎に，

採用候補者の将来性，所員としての適性等に関して白熱した議論が交わされ，

しかもその議論の妥当性を，毎年刊行される「数理解析研究所要覧」所載の，

各所員の研究報告によりお互いに検証していく，という当研究所の慣行は，数

学・数理解析のように研究の価値の正当な評価には，多面的かつ長期にわたる

検討が必要とされる分野の研究所においては適切なものであり，このような採

用側の長い目で見ての相互評価システムを今後とも維持すべく強い意志をもっ

て努力していくことが重要であると考えている． 
一方，数理解析の対象の拡がりと当研究所の規模を併せ考える時，特に若手

の人材発掘のためには公募制の導入も有効なのではあるまいか，との考えの

下，平成 8年以降，研究機関研究員，21世紀 COEおよび GCOE研究員の採用
を公募制により行なっている他，平成 18年以降，任期制による助教の公募・
採用を実施している．任期は７年（平成 24年度以前の採用者は５年）となっ
ているが，再任は研究業績等の審査を経て１回のみ可能となっている（再任後

の任期は３年（平成 24年度以前の採用者は５年））．平成 29年以降，毎年平均
で約１名の助教を採用している（表 5-1.6を参照）．また，平成 28年度よりテ
ニュアトラック制を導入し、新たな研究領域に挑戦する若手研究者が自立して

研究を推進できる安定的な環境でありながら、一定の流動性が確保されるよう

なキャリアパスの整備を行なった． 
 
京都大学では，これまで，教員の人事と教育研究活動は一元的に部局（教育

研究組織）において行なわれてきたが，平成 28年 4月から教員の人事を部局
（教育研究組織）から分離して行なう「学域・学系制」が導入された．学域・

学系制という新たな教員組織制度の導入は，本学における教員人事の一層の透

明性と公平性を図りつつ，既存の部局（教育研究組織）の枠を越えた新学術分

野の創出とそれに伴う機動的で効果的な組織再編を促すことを目的としてい

る．当研究所ではこれまで，若手の人材発掘のために公募制を導入し，助教を

採用してきたが，本学の「学域・学系制」の導入に伴い，教員人事の一層の透

明性と公平性を図るため，准教授についても公募制を導入し，平成 29年度に
公募を 2回にわたり実施した． 
  
本学は平成 25年度から大学改革強化推進事業に採択されており，５年間か
けて，英語能力の高い外国人教員を 100名採用し，英語で学ぶ教養・共通科目
を充実させることを目標にしている．当研究所もこの事業に参画し，平成 28
年 12月と平成 31年 4月にそれぞれ外国人教員１名を採用し，平成 29年度か
ら，英語による教養・共通科目を４コマ（８単位相当）提供している． 
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当研究所では，若手研究者・女性研究者の育成にも積極的に取り組んでおり，

若手研究者・女性研究者の育成のため，海外で活躍する女性研究者を招き，平成

24年度及び平成 27年度に講演会を開催し，若手研究者・女性研究者の研究活動
に大きく寄与する取り組みとなった．さらに，平成 29年度には，新たな試みと
して，本学の男女共同参画の基本方針「男女共同参画の視点に立った教育・研究

および就業の確立」に沿った女性研究者養成の一環として，「雇用の分野におけ

る男女の均等な機会及び待遇の確保等に関する法律」（男女雇用機会均等法）第

８条（女性労働者に係る措置に関する特例）の規定に基づき，本学で初めて女性

に限定した公募を実施し，１名の女性助教を採用した．また，平成 31年 4月か
ら「数理解析研究所栴檀プロジェクト」を立ちあげ，極めて優秀なトップレベル

の若手人材である大学院生を博士学位取得前に任期 7 年の安定した助教ポスト
に採用することで，安定した研究環境を提供し，短期的成果の出やすい研究では

なく，長期の大きな挑戦的研究を行うことができる環境を提供しており，令和元

年 9 月には１名の女性助教が着任した．また，女性研究者の受入れに当たって
は，本人の要望に応じて良好な研究環境が保てるよう支援を行うなど，女性研究

者の育成に積極的に取り組んでいる． 
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教員年齢構成

令和2年4月1日現在

教員数34名

平均年齢43.4歳

①教授51.0歳

②准教授・講師43.3歳

③助教33.4歳

平成29年4月1日現在

教員数35名

平均年齢45.3歳

①教授51.0歳

②准教授・講師45.2歳

③助教38.7歳

（人）
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項目

職

京都大学出身 1 1

他大学等出身 1 1

京都大学出身 1 1

他大学等出身 0

京都大学出身 0

他大学等出身 1 1

京都大学出身 1 1

他大学等出身 1 1 2

京都大学出身 0

他大学等出身 0

京都大学出身 1 1

他大学等出身 1 1 2

京都大学出身 1 2 1 4

他大学等出身 0

京都大学出身 0

他大学等出身 0

京都大学出身 0

他大学等出身 1 1 2

合　計 4 4 6 2 16

※R2.4.1現在

助　教

京都大学数理解析研究所
関係者より任用

京都大学他部局関係者より任用

他大学関係者・民間より任用

Ｈ３０

准教授
　・
講　師

京都大学他部局より任用
（昇任を含む）

他大学・民間より任用
（昇任を含む）

R2

京都大学数理解析研究所
関係者より任用（昇任を含む）

教　授

表5-1.4　任用教員の出身別構成

京都大学数理解析研究所
より任用（昇任）

京都大学他部局より任用
（昇任を含む）

他大学・民間より任用
（昇任を含む）

出身大学等 R1Ｈ２９ 合計
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項目

職

京都大学出身 2 17

他大学等出身 6 50

京都大学出身 2 17

他大学等出身 0

京都大学出身 0

他大学等出身 2 17

京都大学出身 1 8

他大学等出身 4 31

京都大学出身 1 8

他大学等出身 0

京都大学出身 1 8

他大学等出身 6 46

京都大学出身 3 33

他大学等出身 1 11

京都大学出身 1 11

他大学等出身 0

京都大学出身 0

他大学等出身 4 44

※R2.4.1現在

％

表5-1.5　教員の出身別構成

助　教

京都大学数理解析研究所
より任用

京都大学他部局より任用

他大学・民間より任用

出身大学等 現員数

准教授
・

講　師

京都大学数理解析研究所
関係者より任用（昇任を含む）

京都大学他部局より任用
（昇任を含む）

他大学・民間より任用
（昇任を含む）

教　授

京都大学数理解析研究所
より任用（昇任）

京都大学他部局より任用
（昇任を含む）

他大学・民間より任用
（昇任を含む）
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教授 採用 2 1

退職 1 1

転入

転出 1

准教授 採用 1 3

退職 1

転入

転出 2

講師 採用 1

退職

転入

転出

助教 採用 1 1 3 1

退職 1

転入

転出 1 3 1

計 採用 2 4 6 2

退職 0 2 2 0

転入 0 0 0 0

転出 2 3 3 0

区    分

表5-1.6　教員の流動状況

 H30 R1  R2

※R2.4.1現在

 H29
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6. 国際共同利用・共同研究 
  
6-1  国際共同利用・共同研究 
  

本研究所は，1963 年の設立時から数学・数理科学分野における「全国共同利

用研究所」として，また 2010 年からは「共同利用・共同研究拠点」として，広

く国内外の関連分野の研究者に共同利用・共同研究の機会を提供することに努

めている．2018 年 11 月には，新しく，国内外の研究機関のハブとして国際共同

研究を牽引し，我が国の研究力を強化することを目的として，「国際共同利用・

共同研究拠点」に認定された．従来の共同利用・共同研究拠点の機能を拡大・

強化することにより，数学・数理科学分野およびその関連分野の研究者に，国

際的な共同研究活動を支えるための基盤を提供し，優れた研究成果に繋げるこ

とを目的としている．その中心となるのが，以下に述べる各種の共同利用研究

事業である．現在，長期研究員を除くすべての事業について国際公募を行い，

国内外から提案された研究計画を，専門委員会，運営委員会で審査・採択して

実施している．  

  

 (1) RIMS 共共同同研研究究（（ググルルーーププ型型））  
A) 2 名以上がグループを作り，共同利用研究員として数日～２週間程度

当研究所において共同で研究を行う． 
B) 外国人研究者（所属機関が外国）及び日本人研究者をともに 1 名以上

含む 2 名～数名がグループを作り，当研究所において共同利用研究員

として数日から 1 週間程度の期間，国際共同研究を行うもの．通年で

公募を行う．（国際拠点化に伴い新設） 
C) 外国人研究者（所属機関が外国）のみの 2 名～数名がグループを作り，

数日～2 週間程度，本研究所において共同研究を行う．（国際拠点化

に伴い新設） 
(2) RIMS 共共同同研研究究（（公公開開型型）） 研究発表を中心として公開で行う研究集会形

式の共同利用研究（規模は問わない）． 
(3) RIMS 長長期期研研究究員員 共同利用研究員として 2 週間以上当研究所において研

究を行う．研究所に近い地域の研究者と交流することが重要な目的である

ことが多い． 
(4) RIMS 合合宿宿型型セセミミナナーー 国内外から研究者が参集し，寝食を共にして行う

形式のワークショップ．当該研究分野の飛躍的な発展や次世代リーダーの

育成に貢献することを目的とする．  
(5) RIMS 総総合合研研究究セセミミナナーー 数日から 1 週間程度の期間，研究上の新分野・

新動向の専門研究者による集中的検討を行うと同時に，国内外からの参加

研究者にこれらの情報に触れる機会と場を提供する研究チュートリアル

的な側面を持つ事業．新分野・新動向に関する情報を，関係する研究者グ

ループの間で，いちはやくまとまった形で共有し，円滑かつスピード感の

ある共同研究を促進することを目的とする．（国際拠点化に伴い新設）  
(6) 訪訪問問滞滞在在型型研研究究 従来の「プロジェクト研究」を国際拠点化に伴い大幅に

拡充したものである．運営委員会で選出された数人の組織委員会を中心に，

数か月～1 年の期間，特定の研究テーマを決め，その分野の指導的研究者

の中長期滞在を核として，上記の（1）から（5）の 5 種類の形態の共同研

究を組み合わせて行う国際共同研究プロジェクト．1 か月以上滞在する「外

国の研究機関に所属する指導的研究者」を複数招へいすることを要件とし，

毎年複数の訪問滞在型研究を採択・実施する．本事業では，将来の数学・

数理科学分野をリードし研究プロジェクトを牽引する研究者の育成を目

的とし，数学・数理科学の研究および研究代表者等と協力して国際共同研

究の企画・立案・運営に携わる若手研究者を「RIMS プロジェクトフェロー」

に推薦することができる． 
 
 この他，緊急または重要な場合について，運営委員が提案して速やかに実施

決定できる特別計画の制度がある． 
付録表 6-1.1 に 2017 年度以降に実施された共同利用研究事業の詳細を記す．

表 6-1.2 は「プロジェクト研究」が正式に発足した 1991 年度以降のプロジェク

ト研究・訪問滞在型研究題目一覧である． 
 
 国際共同利用・共同研究拠点への認定に伴い，国際的な数学・数理科学分野

の動向を詳細に把握する内外の学識経験者で構成される「国際アドバイザー」

を新設した．国際アドバイザーは，所長の求めに応じ，数理解析研究所の運営

及び共同利用研究に関し，国際的な数学・数理科学分野の動向を踏まえて，助

言を行う．直近では，2019 年度の活動報告に対し，国際アドバイザーより，研

究所の研究教育活動・国際拠点事業について概して高い評価を受けるとともに，

研究所のスペース不足と立地の分散について憂慮する意見，また新型コロナウ

イルス流行を踏まえオンライン化を取り入れた新しい共同研究方式の拡充を求

める助言等を得た．いずれも研究所にとって重要な課題であり，今後引き続き

対応していく予定である． 

 

数理解析研究所国際アドバイザー一覧 

2020 年 10月 1日現在 

氏       名 所            属 役  職

① BOURGUIGNON, Jean-Pierre フランス高等科学研究所（フランス） 名誉教授

② BARLOW, Martin ブリティッシュコロンビア大学（カナダ） 名誉教授

③ REID, Miles ウォーリック大学（英国） 教授

④ KOTANI, Motoko 東北大学（日本） 理事・副学長  
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77..  協定リスト 

 

世界に開かれた共同利用研究所として発展するためには，国内外の研究機関

と協定を結び，人的交流を深める事が極めて重要となる．本研究所は現在，以

下の研究機関・研究所と協定を結び，研究交流を行っている． 
 
【日本】 
・東北大学原子分子材料科学高等研究機構 
・大阪市立大学数学研究所 
・財団法人 国際高等研究所 
 
【大韓民国】 
・大韓民国高等研究所 
 Korea Institute for Advanced Study 
・ソウル国立大学校数理科学科 
 Department of Mathematical Sciences, Seoul National University 
・国立数理科学研究所 
 National Institute for Mathematical Sciences 
・中央大学校非線形偏微分方程式センター 
 The CAU Nonlinear PDE Center, Chung-Ang University 
・基礎科学研究所 幾何学及び物理学センター 
 The Center for Geometry and Physics, Institute for Basic Science 
 
【カナダ】 
・太平洋数理科学研究所 
 Pacific Institute for the Mathematical Sciences 
 
【ドイツ連邦共和国】 
・ボン大学 数学ハウスドルフセンター 
 Hausdorff Center for Mathematics, University of Bonn 
 
【台湾】 
・国立理論科学研究所 
 National Center for Theoretical Sciences 

【アメリカ合衆国】 
・ユタ大学理学部 

College of Science at the University of Utah 
※理学研究科、数理解析研究所、ユタ大学の3者による協定 
 
【ロシア連邦】 
・国立研究大学高等経済学院 

National Research University Higher School of Economics 
※理学研究科、数理解析研究所、ロシア国立研究大学高等経済学院の3者に
よる協定 
 
【英国】 
・エジンバラ大学 

University of Edinburgh 
※理学研究科、数理解析研究所、エジンバラ大学の3者による協定 
 
 
参考：学生交流協定（GlobalMathNetwork） 
【ドイツ、フランス、米国、中国】 
・ボン大学・ハウスドルフ数学センター 
 Hausdorff Center for Mathematics, University of Bonn 
・高等師範学校 数学・応用数学学科 

Department of Mathematics and their Applications, École Normale 
Supérieure 
・ニューヨーク大学 クーラント数理科学研究所 

Courant Institute of Mathematical Sciences, New York University 
・北京大学 北京国際数学研究センター 

Beijing International Center for Mathematical Research, Peking 
University 
※理学研究科、数理解析研究所、上記4機関の6者による学生交流協定 

 【英国】  
・エジンバラ大学 

  University of Edinburgh 
※理学研究科、数理解析研究所、エジンバラ大学の3者による学生交流 
協定 
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【アメリカ合衆国】 
・ユタ大学理学部 

College of Science at the University of Utah 
※理学研究科、数理解析研究所、ユタ大学の3者による協定 
 
【ロシア連邦】 
・国立研究大学高等経済学院 

National Research University Higher School of Economics 
※理学研究科、数理解析研究所、ロシア国立研究大学高等経済学院の3者に
よる協定 
 
【英国】 
・エジンバラ大学 

University of Edinburgh 
※理学研究科、数理解析研究所、エジンバラ大学の3者による協定 
 
 
参考：学生交流協定（GlobalMathNetwork） 
【ドイツ、フランス、米国、中国】 
・ボン大学・ハウスドルフ数学センター 
 Hausdorff Center for Mathematics, University of Bonn 
・高等師範学校 数学・応用数学学科 

Department of Mathematics and their Applications, École Normale 
Supérieure 
・ニューヨーク大学 クーラント数理科学研究所 

Courant Institute of Mathematical Sciences, New York University 
・北京大学 北京国際数学研究センター 

Beijing International Center for Mathematical Research, Peking 
University 
※理学研究科、数理解析研究所、上記4機関の6者による学生交流協定 

 【英国】  
・エジンバラ大学 

  University of Edinburgh 
※理学研究科、数理解析研究所、エジンバラ大学の3者による学生交流 
協定 
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88..  附属研究センター 

 
88--11 数理解析研究交流センター 

 
数学・数理科学における最新動向に柔軟かつ迅速に対応することを目的とし

て平成 18年 4月 1日に所内措置として数理解析先端研究センターを設置した．
本センター設置後，毎年数人の所外研究者が本センターの特任教員として研究

に従事してきたが，平成 24年 4月 1日に，量子幾何学研究センターの設置に伴
い，名称を数理解析研究交流センターに変更した．特任教員は有給または無給と

し任期は 2ヶ月～5年程度，特任教員のうち長期にわたって滞在する員数は 0～
5名として運用されている．所外研究者が所属大学のサバティカル制度などを利
用して本センターに滞在し所内研究者と共同研究を行うなど，本研究所におけ

る研究交流の一翼を担っている． 
 
88--22 次世代幾何学研究センター 

 
数論幾何学，特に宇宙際タイヒミューラー理論を中心に，広く次世代幾何学の革

新的な研究を創出・発展させることを目的として，所員の併任若干名および特任

教員若干名からなる次世代幾何学研究センターを平成 31 年 4 月 1 日所内措置
によって設置した．同センターは，平成 29年 12月 1日に設置された次世代幾
何学研究準備センターの機能を引き継ぐことになったため，次世代幾何学研究

準備センターは，次世代幾何学研究センターの設置に伴い，平成 31年 4月 1日
所内措置によって廃止した．一方，新しい数学分野である「量子幾何学」を中心

に，代数・幾何・解析の融合的研究を行うことを目的として，平成 24年 4月 1
日所内措置によって設置された量子幾何学研究センターは，次世代幾何学研究

センターの設置に伴い，令和 2年 4月 1日所内措置によって次世代幾何学研究
センターに統合し廃止した．次世代幾何学研究センターの特任教員は有給また

は無給とし，任期は半年～6年程度，特任教員のうち長期にわたって滞在する員
数は 0～6名として運用されている．国内外の研究者の共同研究活動により次世
代幾何学研究の飛躍的発展を目指す． 
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88--33 数学連携センター  
 
他の学術諸分野や企業との連携研究を行うために，平成 25年 5月 1日に設置

した．数学の応用を目指す本センターでは、協力研究機関である東北大学の世界

拠点 AIMR と離散幾何学を中心とする応用研究に関する研究集会を開催し、新
しい幾何学の工学的な応用まで視野に入れた共同研究を実施して来た。また、京

都大学スーパーグローバル大学創成支援事業 (KTGU)とも連携し、同支援事業
を行う医学系ユニットの教員をセンター構成員に招き、合同セミナーを行うな

どの取り組みを行って来た。今後もこれらの取り組みを継続し、数学イノベーシ

ョンの加速に寄与する。 
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代
数
幾
何
学
の
研
究

H
2
9
.4

.1
～

H
3
1
.3

.3
1

特
任
助
教

清
水
　
達
郎

数
理
解
析
研
究
所
　
特
定
助
教

有
理
ホ
モ
ロ
ジ
ー
３
球
面
の
有
限
型
不
変
量
の
研
究

H
2
9
.4

.1
～

H
3
0
.3

.3
1

併
任
教
授

中
島
　
　
啓

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
2
9
.4

.1
～

H
3
2
.3

.3
1

併
任
教
授

望
月
　
拓
郎

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
3
1
.4

.1
～

H
3
1
.9

.3
0

特
任
教
授

中
島
　
　
啓

東
京
大
学
カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙

研
究
機
構
　
教
授

幾
何
学
的
表
現
論
、
数
理
物
理
学
の
研
究

数
理
解
析
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー

量
子
幾
何
学
研
究
セ
ン
タ
ー
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開
始
期
間

満
了
期
間

受
入
教
員

職
名

氏
名

本
務
・
職
名

研
究
分
野
（
推
薦
資
料
及
び
研
究
業
績
調
書
よ
り
抜
粋
）

H
2
9
.4

.1
～

H
3
5
.3

.3
1

熊
谷

特
任
教
授

松
田
　
文
彦

医
学
研
究
科
附
属
ゲ
ノ
ム
医
学
セ

ン
タ
ー
　
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授

ゲ
ノ
ム
解
析
の
研
究

H
2
9
.4

.1
～

H
3
5
.3

.3
1
山
田
／
熊
谷
特
任
教
授

坂
上
　
貴
之

理
学
研
究
科
　
教
授

応
用
数
学
・
数
理
流
体
力
学
の
研
究

H
2
9
.4

.1
～

H
3
5
.3

.3
1

熊
谷

特
任
教
授

山
田
　
　
亮

医
学
研
究
科
附
属
ゲ
ノ
ム
医
学
セ

ン
タ
ー
　
教
授

統
計
遺
伝
学
の
研
究

H
2
9
.4

.1
～

H
3
5
.3

.3
1
山
田
／
熊
谷
特
任
教
授

國
府
　
寛
司

理
学
研
究
科
　
教
授

力
学
系
の
研
究

H
2
9
.4

.1
～

H
3
2
.3

.3
1

併
任
教
授

山
田
　
道
夫

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
2
9
.4

.1
～

H
3
5
.3

.3
1

併
任
教
授

熊
谷
　
　
隆

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
3
1
.4

.1
～

H
3
5
.3

.3
1
山
田
／
大
槻
特
任
教
授

平
岡
　
裕
章

医
学
研
究
科
附
属
ゲ
ノ
ム
医
学
セ

ン
タ
ー
　
教
授

統
計
遺
伝
学
の
研
究

H
3
2
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

牧
野

特
任
教
授

藤
重
　
　
悟

京
都
大
学
　
名
誉
教
授

離
散
最
適
化
の
研
究

H
3
2
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

併
任
教
授

牧
野
　
和
久

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

開
始
期
間

満
了
期
間

受
入
教
員

職
名

氏
名

本
務
・
職
名

研
究
分
野
（
推
薦
資
料
及
び
研
究
業
績
調
書
よ
り
抜
粋
）

H
2
9
.1

2
.1
～

H
3
1
.3

.3
1

併
任
教
授

望
月
　
新
一

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
2
9
.1

2
.1
～

H
3
1
.3

.3
1

併
任
教
授

玉
川
　
安
騎
男

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
2
9
.1

2
.1
～

H
3
1
.3

.3
1

併
任
教
授

望
月
　
拓
郎

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

開
始
期
間

満
了
期
間

受
入
教
員

職
名

氏
名

本
務
・
職
名

研
究
分
野
（
推
薦
資
料
及
び
研
究
業
績
調
書
よ
り
抜
粋
）

H
3
1
.4

.1
～

H
3
2
.3

.3
1

特
任
助
教

清
水
　
達
郎

数
理
解
析
研
究
所
　
特
定
助
教

有
理
ホ
モ
ロ
ジ
ー
３
球
面
の
有
限
型
不
変
量
の
研
究

H
3
1
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

特
任
教
授

柏
原
　
正
樹

数
理
解
析
研
究
所
　
研
究
員

代
数
幾
何
学
の
研
究
（
表
現
論
と
D
加
群
）

H
3
1
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

特
任
教
授

森
　
　
重
文

高
等
研
究
院
　
院
長
・
特
別
教
授

代
数
幾
何
学
の
研
究

H
3
1
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

併
任
教
授

望
月
　
新
一

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
3
1
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

併
任
教
授

玉
川
　
安
騎
男

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
3
1
.4

.1
～

H
3
3
.3

.3
1

併
任
教
授

望
月
　
拓
郎

数
理
解
析
研
究
所
　
教
授

H
3
1
.1

0
.1
～

H
3
3
.3

.3
1

特
任
教
授

中
島
　
　
啓

東
京
大
学
カ
ブ
リ
数
物
連
携
宇
宙

研
究
機
構
　
教
授

幾
何
学
的
表
現
論
、
数
理
物
理
学
の
研
究

H
3
1
.1

1
.1
～

H
3
3
.3

.3
1

特
任
助
教

Y
an

g,
 Y

u
数
理
解
析
研
究
所
　
特
定
助
教

数
論
幾
何
の
研
究

数
学
連
携
セ
ン
タ
ー

次
世
代
幾
何
学
研
究
セ
ン
タ
ー

次
世
代
幾
何
学
研
究
準
備
セ
ン
タ
ー
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1100..  数数理理解解析析研研究究基基金金  

 
数学・数理科学の研究を推進し，次世代を担う若手を育成するため，2017年（平
成 29年）6月 1日，数理解析研究基金を立ち上げた．以下は，基金設立の趣旨説明
の引用である． 
『数学は，抽象的な数，形や構造などを対象とする科学です．そのために現実の

世界との関わりが薄いと考えられがちですが，実際には社会を支える基盤技術とし

て至る所で使われています．同時に，数千年の歴史を持つ人類最古の学問の一つで

ありながら，現在まで常に新しい領域が開拓されている活動的な科学でもあります．

京都大学数理解析研究所も，1963（昭和 38）年の創立以来，いくつもの新領域を拓
き多くの世界的な業績を挙げてきました． 
また，数学と，諸科学に生じる問題を，数学を用いて解決を目指す数理科学とは，

密接に関連し合った学問分野であり，一体として推進すべきとの考えのもと，数学

と数理科学（応用数学，コンピュータサイエンス，数理物理学など）の各分野にお

ける最先端の研究を実践してきました． 
こうした本研究所の歴史を引き継いで研究力を強化し，数学・数理科学を発展さ

せるためには，独創的な若い人たちが自由に研究できる環境づくりが，これまで以

上に重要となります．その礎の一つとして本基金を設立しました． 
より柔軟な研究体制を整備して次世代を担う人材を育成し，国際共同研究の拡充

を図ることで，数学・数理科学分野の発展を牽引し，成果の社会還元と世界貢献に

努めていきます．』 
 
基金の使途 

項  目 内  容 

教育・研究支援 
若手研究者・大学院生の支援・育成事業 
国際共同研究の推進等の国際交流事業 

社会貢献活動 数学・数理科学の普及活動等の広報事業 
 
寄付総額：3,517,358円（令和 2年 7月 31日現在） 
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て至る所で使われています．同時に，数千年の歴史を持つ人類最古の学問の一つで

ありながら，現在まで常に新しい領域が開拓されている活動的な科学でもあります．

京都大学数理解析研究所も，1963（昭和 38）年の創立以来，いくつもの新領域を拓
き多くの世界的な業績を挙げてきました． 
また，数学と，諸科学に生じる問題を，数学を用いて解決を目指す数理科学とは，

密接に関連し合った学問分野であり，一体として推進すべきとの考えのもと，数学

と数理科学（応用数学，コンピュータサイエンス，数理物理学など）の各分野にお

ける最先端の研究を実践してきました． 
こうした本研究所の歴史を引き継いで研究力を強化し，数学・数理科学を発展さ

せるためには，独創的な若い人たちが自由に研究できる環境づくりが，これまで以

上に重要となります．その礎の一つとして本基金を設立しました． 
より柔軟な研究体制を整備して次世代を担う人材を育成し，国際共同研究の拡充

を図ることで，数学・数理科学分野の発展を牽引し，成果の社会還元と世界貢献に

努めていきます．』 
 
基金の使途 

項  目 内  容 

教育・研究支援 
若手研究者・大学院生の支援・育成事業 
国際共同研究の推進等の国際交流事業 

社会貢献活動 数学・数理科学の普及活動等の広報事業 
 
寄付総額：3,517,358円（令和 2年 7月 31日現在） 
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助助教教  石石川川  勝勝巳巳（（結結びび目目とと三三次次元元多多様様体体のの不不変変量量ににつついいてて））  

結び目や３次元多様体の不変量に興味を持って研究を進めてきた。これら３次元

の対象に対する不変量は大きくホモトピー（特に基本群）由来の古典的な不変量と

量子不変量の二種類に分けることができ，特に前者の中でもカンドルと呼ばれる代

数系を用いた不変量について研究を行ってきたが，最近は後者にあたる不変量につ

いても研究を始めている。将来的にはこれら二種類の不変量の間に立つような不変

量の発見や，両者を結びつける理論の構築を目標としたい。 

 カンドルは 1980 年代初頭に Joyce，Matveev によって独立に導入された代数系で

あり、群の概念をその共役演算に着目して一般化したものだと言うことができる。

カンドルは結び目理論と非常に相性が良く，彩色数やカンドルコサイクル不変量な

ど，多くの不変量が考案され，（曲面）結び目の研究に応用されてきた。しかし，

結び目群（結び目補空間の基本群）に対応する基本カンドルは結び目群とその周辺

構造から復元され，カンドルを用いた不変量の多くが群の言葉で書き直されること

が知られている。筆者はただカンドルを用いても本質的に新しい不変量を得るのは

難しく，むしろ，カンドルを便利な道具として利用して複雑な問題を見通し良く解

決しようとする方向や，カンドルそのものではなくそれを拡張した概念を考えるこ

とで本質的に新しい不変量を得ようとする試みの方が重要なのではないかと考えて

いる。 

 カンドルを利用した研究として，[4]では零点の配置の問題をカンドル彩色の問

題に置き換え，彩色の変化を力学系的に捉えることにより，Alexander 多項式の零

点配置に関する予想（Hoste 予想）を全ての二橋結び目に対して肯定的に解決し

た。続く[5]では同様の考え方を応用して Hoste 予想に対して反例の存在を示すと

ともに、[6]では具体的に反例を構成・提示した。 

 また，カンドルを拡張した概念としてバイカンドルと呼ばれるものが知られてお

り，本質的に新しい不変量の発見を期待して研究を行った。残念ながら新しい不変

量は得られなかったが，逆に，バイカンドルから得られる不変量のほぼ全てがカン

ドルから得られる不変量へと帰着されてしまうということが証明できた（[2]，

[3]）。 

 前述の通りカンドルそのものを用いて新たな不変量を得るのは難しいが，カンド

ルの dynamical cocycle を用いた不変量については未知の部分が大きく，研究する

価値があると思われる。このことを背景に，[8]では任意の（１次元）結び目・絡

み目について位数３の二面体カンドルによる彩色が八面体カンドルによる彩色へ持

ち上がることを示した。ここでの証明の手法自体は応用が難しいが，その準備段階

における構成は様々な非自明なカンドル拡大の発見に応用が可能であり，

dynamical  cocycle 関連の研究の進展にも繋がるのではないかと期待している。 

 その他にも，（曲面）結び目のカンドルコサイクル不変量についてのケーブル化

公式の研究や曲面絡み目に対する Milnor 不変量の構成，ハンドル体結び目に対す

る基本カンドルの定義及びその完全性の証明を行った。[7]ではケーブル化公式を

導いた際の理論を応用することで、トーラス絡み目の標準図式が許容する整数彩色

を決定した。最近は結び目の量子不変量である Kontsevich 不変量が結び目の向き

を区別できるかという問題に興味を持っており，ループ次数の低いところで問題を
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否定的に解決したほか，向きの判別性を持つ部分の発見を期待し，コンピュータに

よる計算を試みている。 

 [1]では微分多様体上に滑らかなカンドル演算が定義されたもの（smooth 

quandle）を考え，特にその中で連結かつ推移的なものについて基礎理論の構築を

行った。すなわち，その局所構造を構成する要素を明らかにするとともに局所構造

と全体構造の関係を示し，低次元の場合に分類を与えた。群の場合には Lie 群の局

所構造である Lie 環を変形することによって量子群が得られ，これを基に結び目や

３次元多様体の多くの不変量が発見された。 

では，同様の考え方で「量子カンドル」と呼べるようなものは存在するだろう

か？現時点では夢のまた夢でしかないが，例えば「量子カンドルコサイクル不変

量」が存在するのならば「双曲体積の量子化」を考えることもでき，それはすなわ

ち体積予想のように古典的不変量と量子不変量とを結ぶ重要な問題の解決にも繋が

るのではないかと期待しているのである。 

 

[1]  On the classification of smooth quandles, preprint. 

[2]  Knot quandles vs. knot biquandles, Internat. J. Math. 31 (2020). 

[3]  (with K. Tanaka) Quandle colorings vs. biquandle colorings,  

preprint. 

[4]  Hoste's conjecture for the 2-bridge knots, Proc. Amer. Math. Soc.  

147 (2019) 2245--2254. 

[5]  Quandle coloring conditions and zeros of the Alexander polynomials 

of Montesinos links, J. Knot Theory Ramifications 27 (2018). 

[6]  (with M. Hirasawa and M. Suzuki) Alternating knots with Alexander 

polynomials having unexpected zeros, Topology Appl. 253 (2019) 48-

-56. 

[7]  (with K. Ichihara and E. Matsudo) Minimal coloring numbers on 

minimal diagrams of torus links, J. Knot Theory Ramifications 29 

(2020). 

[8]  Octahedral lifts of 3-colorings, preprint. 
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15. 京都大学スーパーグローバル大学創成支援事業 

 

2014 年度より，京都大学スーパーグローバル大学創成支援事業の数学系ユニット

を理学研究科数学・数理解析専攻とともに担当し，海外の一流の研究者による指導

をはじめとする国際的な研究環境を大学院学生に提供している．以下は，数学系ユ

ニットの趣旨説明からの引用である． 

 

『理学研究科数学・数理解析専攻と数理解析研究所は，数理科学の広範な分野をカ

バーする世界最高水準の研究者集団を擁しており，時代を先導する研究を数多く行

って来た伝統を持っています．京都大学では，この両者が協力して数学の教育と研

究を行っており，構成員や卒業生が世界的に著名な賞を受賞し，あるいは国際数学

者会議で基調講演者に選ばれる等の顕著な業績を挙げています．このような最先端

の研究を行う教員からきめ細かい指導を受けることで，数学・数理解析専攻の大学

院生は，いち早く数学研究の最前線に到達できます．また，両部局では国内外の諸

大学の研究者や学生との交流が活発に行われており，特に数理解析研究所は共同利

用・共同研究拠点として毎年多くの研究集会を開催しており，第一線の外国人研究

者も多数訪問するため，大学院生が自然な形で国際性を身につける環境が整ってい

ます． 
京都大学のスーパーグローバル大学創成支援事業「ジャパン・ゲートウェイ構想」

における数学分野では，このような本学の数学における研究と教育の強みを活かす

と共に，フィールズ賞受賞者等の世界トップレベル大学に所属する国際的評価の高

い研究者を特別招へい教授として雇用して，特別講義などの形で広い範囲の学生の

教育に従事してもらい，また本学の教員と共同で学生の研究指導を行うことを中心

として，数学系スーパーグローバルコースを設置しました．このコースに登録した

学生は，特別招へい教授などの海外研究者を副指導教員として，主指導教員である

本学教員との共同学位指導により，本学と当該大学の両方で学位論文に取り組みま

す．これにより，高い数学の研究能力に加えて，十分な語学力と海外での研究経験

から国際的研究ネットワークを作り，学位論文の成果が直接国際的に周知されるこ

とで，学位取得後直ちに国際舞台で活躍できる機会が得られます．また，国際的な

環境の中で切磋琢磨することにより，若手研究者の中から国際的な受賞などの大き

な研究成果も期待できます．さらには，学部生対象の講義やセミナーなどのプログ

ラムも用意されており，数学に意欲のある学生は，早い段階から高いレベルの数学

の学修・研究に取り組めます．』 
 

 

 

 

 

 

本事業のこれまでの活動の概要と実績は以下のとおりである． 

 

■フィールズ賞受賞者等の優れた海外研究者を京都大学特別招へい教授として

雇用（2020 年 9 月現在 19 名（延べ 26 名）を招へい）した．特別招へい教授は，

それぞれ１ヵ月以上の滞在期間中に，１単位の集中講義と様々な形の学生指導を

担当した．その他に特任招へい教授 9名（延べ 10 名），特任教授 34名（延べ 36

名）に称号付与（2020年 9月現在）し，学生指導を依頼した． 

 

■学生に最適な海外副指導教員を委嘱し，訪問／招へいにより国際共同学位指導

を行った．平成 27 年度は 3 名，平成 28 年度は 7 名，平成 29 年度は 5 名，平成

30年度は9名，平成31年度/令和元年度は1名のコース修了者がでている．海外

副指導教員の所属大学は， 

米国（UCLA, ヴァンダービルト大, オクラホマ大, スタンフォード大, ペンシル

バニア州立大, ブラウン大, ミシガン大, ラトガース大,  ワシントン大, セン

トラルフロリダ大, ジョージア工科大）、カナダ（オタワ大, ブリティッシュコ

ロンビア大）、メキシコ（CIMAT）、英国（インペリアル･カレッジ･ロンドン, マン

チェスター大）、フランス（パリ高等師範学校, マルセイユ大, テレコム・パリテ

ック）、ドイツ（ギーセン大, ボン大, マインツ大, ドレスデン工科大,  ミュン

ヘン工科大）、イタリア（ボローニャ大） スイス（チューリッヒ大） ロシア（国

立高等経済学院）、イスラエル（テルアビブ大）、シンガポール（シンガポール国

立大）、台湾（国立台湾大）、中国（北京大学）など 

 

■大学院生の海外渡航支援（海外副指導教員とのマッチングや研究指導）を行い，

大学院生の研究環境の国際化を進めた．平成26年度7名（6カ国11大学），平成

27年度22名（9カ国21大学），平成28年度17名（12カ国22大学）、平成29年

度19名（7カ国23大学）、平成30年度13名（7カ国18大学）、平成31年度/令

和元年度15名（13カ国23大学）に支援した．また，海外の若手研究者との交流

を図るワークショップを毎年開催しており，海外からの学生の受け入れも行って

いる（フランス2名，英国4名，スペイン1名，フィンランド1名）． 

 

■その他の活動として，国際シンポジウム，特別講演会，MOOC“Fun with Prime 

Numbers”も行っている． 

 

■平成29年 7月，Bonn大学が首唱するGlobal Math Network（世界数学ネット

ワーク：Bonn，京大，NYU，ENS，北京大）を締結し，さらなる学生交流が促進さ

れる． 

 

■平成 30 年 8 月にフランスのリヨン高等師範学校とコチュテル方式によるダブ

ル・ディグリーの提携を行い,9月からリヨン高等師範学校の大学院生1名が登録

してプログラムを開始した.半年ごとにリヨンと京都大学に滞在するプログラム

が順調に進み,現在3年目に入ったところである. 
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19-2 公開講座 
 
 数理科学の最新の成果をわかりやすく解説する数学入門公開講座を昭和 51 年

度から開催している．平成 29 年度以降の開催記録については表 19-2.1 を参照さ

れたい．最終日は受講者が講師に自由に質問・討論できるオフィスアワーを設

けて一般市民との交流の場としている． 
 
表 19-2.1 
 

「数学入門公開講座」 
 
開催場所：京都大学数理解析研究所 4 階大講演室 
開催時間：午前 10 時 30 分から午後 4 時まで 
 
 
開催期間：平成 29 年 7 月 31 日から 8月 3日（第 39 回）受講者数 110（延べ 408） 

題目及び講師： 

素数定理と Riemann ゼータ関数              山下  剛 

超準解析入門―超実数と無限大の数学―          磯野 優介 

五重積公式の ADE 一般化―場の理論の視点から―       河合 俊哉 

 

開催期間：平成 30 年 7 月 30 日から 8月 2日（第 40 回）受講者数 108（延べ 393） 

題目及び講師： 

代数幾何の源流を求めて                  向井  茂 

シンプレクティック双対性入門                疋田 辰之 

「代数学入門」入門としての普遍代数学           照井 一成 

 

開催期間：令和元年 7 月 29 日から 8 月 1 日（第 41 回）受講者数 116（延べ 421） 

題目及び講師： 

関数不等式とエネルギー集約               中西 賢次 

組合せ最適化における双対性               小林 佑輔 

流体力学 ---- まだこんなことが分からない         山田 道夫 

 

令和 2 年度「数学入門公開講座」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため 

中止となった。 
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2019年度来訪者一覧
（本研究所来訪のすべての外国人を計上）

Name Home Institute
1 BAE,Yeongjin IBS Center for Geometry and Physics
2 HADZIHASANOVIC,Amar University of Oxford
3 CAN,Van Hao Vietnam Academy of Science and Technology
4 MARRAKCHI,Amine Paris-Sud University
5 BAKER,Alan Swarthmore College
6 ELIASHBERG,Yakov Stanford University
7 FADLE,Assil École Normale Supérieure
8 ALLEGRA,Francesco Alberto Sapienza – Università di Roma
9 CHEN,Zhen-Qing University of Washington
10 VILONEN,Kari The University of Melbourne
11 XUE,Ting The University of Melbourne
12 BARLOW,Martin University of British Columbia
13 POPA,Sorin Teodor University of California, Los Angeles
14 SLADE,Gordon University of British Columbia
15 JUNK,Stefan Technische Universität München
16 LECLRCE,Bernald Université Caen Normandie
17 CHEN,Xin Shanghai Jiao Tong University
18 WANG,Jian Fujian Normal University
19 ZINN-JUSTIN,Paul The University of Melbourne
20 MURUGAN,Mathav Kishore University of British Columbia
21 MATSUKI,Kenji Purdue University
22 IOFFE,Dmitry Technion - Israel Institute of Technology
23 JIANG,Zhi Fudan University
24 PEIN,Anne Techincal University of Munich　
25 ANGEL,Omer University of British Columbia
26 GEKHTMAN,Michael University of Notre Dame
27 DUPUY,Taylor University of Vermont
28 LE JAN,Yves NYU Shanghai
29 YANG,Tian Texas A&M University
30 CHENG,Xing Hohai University
31 COMETS,Francis Université Paris Diderot Paris 7
32 BAYKUR,Inanc University of Massachusetts Amherst
33 CARTER,Scott University of South Alabama
34 SATO,Ryo Academia Sinica
35 SHOJI,Toshiaki Tangji University
36 TÓTHMÉRÉSZ,Lilla MTA-ELTE Egerváry Research Group
37 JORDÁN,Tibor Department of Operations Research, Eötvös Loránd University, Budapest
38 KATONA,Gyula O.H. Alfréd Rényi Institute of Mathematics, Hungarian Academy of Sciences
39 PACH,Péter Pál Budapest University of Technology and Economics
40 PAP,Gyula MTA-ELTE Egerváry Research Group
41 BÉRCZI, Kristóf Eötvös Loránd University
42 CSEHI,Csongor Department of Computer Science and Information Theory, BUTE 
43 DAMÁSDI,Gábor Eötvös Loránd Science University, Mathematics Institute, Department of Computer Science
44 DARÓCZY,Bálint Institute for Computer Science and Control, Hungarian Academy of Sciences (MTA SZTAKI)
45 FLANKL,Péter Alfréd Rényi Institute of Mathematics
46 FRANK,Andras　　 Department of Operations Research, Eötvös Loránd University, Budapest
47 FRIEDL,Katalin Department of Computer Science and Information Theory, BME
48 GERBNER,Dániel Alfréd Rényi Institute of Mathematics, Hungarian Academy of Sciences
49 GYARMATI,Máté ELTE (Eötvös Lorand University), (Faculty of Informatics, Department of Computeralgerba)
50 GYŐRI,Ervin Alfréd Rényi Institute of Mathematics, Hungarian Academy of Sciences
51 JÜTTNER,Alpár Department of Operations Research, Eötvös Loránd University, Budapest
52 KABÓDI,László Department of Computer Science and Information Theory, Budapest University of Technology and Economics (or short: BME-SZIT)
53 KASZANITZKY,Viktoria Budapest University of Technology and Economics
54 KATONA,Gyula Y. Budapest University of Technology and Economics Department f Computer Science and Information Theory
55 KIRÁLY,Csaba MTA-ELTE Egerváry Research Group
56 KIRALY,Tamas Department of Operations Research, Eötvös Loránd University, Budapest
57 MADARASI,Péter Department of Operations Research, Eötvös Loránd University, Budapest
58 MIHÁLYKÓ ,András Department of Operations Research, Eötvös Loránd University, Budapest
59 NAGY,Dániel Alfréd Rényi Institute of Mathematics, Hungarian Academy of Sciences
60 NIXON,Anthony Lancaster University
61 PALINCZA,Richárd Budapest University of Technology and Economics
62 PAPP,László Department of Computer Science and Information Theory, Budapest University of Technology and Economics
63 PATKOS,Balazs Alfréd Rényi Institute of Mathematics, Hungarian Academy of Sciences
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